
 

 

 
 

 校外学習が直前に迫ってきました。学年の三本柱の一つに「ルールやマナーを守る」がありますが、ル

ールやマナーに関しての線引きの基準の一つとして、ビジネスマナーの本が参考になります。身に付ける

べきことの中身を見ると、今大切にすべきことも多く含まれています。それを紹介していきます。 

①「身だしなみ」と「おしゃれ」の違い（一部抜粋、編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校外学習の目的の一つとして、「公共の場でのマナーを守ることで、社会人としての基礎を養う」ことが

あります。１年生の間には、秋の上級学校訪問や社会人と語る会を中心に、公

共のマナーや社会人として大切なことを学ぶ機会があります。 

 

また、今年度の学年訓は「心KOKORO～仲間と共に」です。三本柱の一つ

として「人やものを大切にする」があります。今年度は仲間を大切にしていく

ことを重点的に進めていきたいと考えています。望ましい人間関係を築いてい

くためのポイントを紹介します。 

② 人間関係を良好にするポイント（一部抜粋、編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②の内容共に、実は中学校生活の中で身に付けるべきものだと考えます。今大切にすべきことは、将

来にわたって大切なことなのです。その第一歩として、校外学習のスローガン「世界一周大冒険！～心を

一つに 学ぼう歴史 深めよう絆～」を達成し、校外学習を成功させていきましょう！ 
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○ 身だしなみ：他者評価 相手や周囲の人がどう思うかが基準 

○ おしゃれ ：自己評価 自分の好みが基準 

 → 社会人は他者評価を意識する。 

○ 身だしなみの 3原則 

 ・清潔感 さわやかな印象を与える。 

 ・機能性 仕事がしやすく立ち振る舞いに支障がない装いを心がける。 

 ・調和  業種、場所、状況、周囲の人と調和が取れていること。他の社員（生徒）や職場（学校） 

の雰囲気と違和感がなく、調和が取れていることが求められる。 

参考文献「ビジネスマナー講座」 同文館出版 田巻華月 下の文章も同様 

 

○ 自分の立場をわきまえる 

 ・ 自分を客観的に見て、自分の置かれた状況を把握する。今何をすべきで何を言うべきか、どのよ 

うな態度が相応しいかを考え、自分の立場をわきまえる。 

○ 感情のコントロール 

 ・ 社会人として感情のコントロールができるかどうかは非常に重要。日頃から理性的に対処するよ 

うに心がける。 

○ 相手を尊重し、思いやる心 

 ・ 自分自身の考え方ではなく、常に相手や周囲の人の気持ちを察知し、場を読み、気配りができる 

ことが人間関係に影響する。相手を尊重し、思いやる心がマナーの土台。 

○ 職場（学校）の規律を守り、積極的に取り組む 

 ・ 職場（学校）の決められたルールを守ることは当たり前。当たり前のことが当たり前にできた上 

で、さらに仕事（学校生活）に対する姿勢が評価される。 


